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論  文  名 『ニーベルンゲンの歌』における「英雄」ハゲネの造形 
本論文は、1200年頃に成立した中高ドイツ語の叙事詩『ニーベルンゲンの歌』の登場人物ハゲ
ネの造形に焦点を当てた研究である。ハゲネは、物語前半で英雄ジーフリトを殺害し、その妻
クリエムヒルトによる復讐の主たる標的となる人物である。それゆえ主人公である両者の「敵
役」として理解するのが一般的であるが、本論文の筆者はこうした常識的な読みに疑問を呈し、
むしろハゲネこそが叙事詩の中心に位置する「英雄」的人物であるという仮説を立て、その論
証を試みている。 
論文の第１章「『ニーベルンゲンの歌』とニーベルンゲン伝承」では、叙事詩におけるハゲネ
の基本的な人物像を確認した上で、前半では暗殺者、後半では一族の滅亡に抗う勇士という一
見矛盾する属性が付与される理由を、叙事詩の成立過程、つまり二つの異なる伝説をもとに前
半と後半が成立した経緯から説明している。論者によれば、一見不統一に見える造形の背後に
は、前半と後半を因果関係で結びつけて大きな筋にまとめ上げようとする構成的な意図が存在
しており、叙事詩の詩人は、ハゲネに関する様々な伝承を取捨選択しつつ、独自の「対立する
英雄」を描き出そうとしている。 
第２章「ハゲネの源流」では、そのハゲネ伝承の諸相が、四つの重要なテキスト（群）、『エッ
ダ』『ヴォルスンガサガ』『シズレクスサガ』『ワルターリウス』の比較を通じて、詳しく検討
される。特に重要な点は、もともとの英雄的な人物像とは異なる異教的で狡猾な知恵者という
イメージが、比較的新しいドイツ系の伝承の中に生まれてきたことである。 
第３章「『ニーベルンゲンの歌』におけるハゲネ」では、第２章で検討した伝承の諸要素が『ニ
ーベルンゲンの歌』にどのように取り込まれていったかを、「ハゲネの属性設定」と「人物関
係の中のハゲネ」という二つの観点から考察している。論者によれば、異教的要素が、前半か
ら後半へ至る展開を駆動する「対立者」の造形に寄与する一方、ハゲネを取り巻くブルゴント
族の主要人物たちの周到な設定を通じて、彼が王族に等しい英雄的存在であることが暗示され
ている。ハゲネ周辺の王族・家臣の諸特徴と彼らの配置関係に関する詳細な分析は、本論文の
中心をなし、論者自身の解釈が最もよく示される部分である。人物造形の背後にある詩人の構
成的な意図を重視するその議論は具体的で説得力があり、叙事詩の理解に新しい方向から光を
あてるものと評価できる。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認
められる。 
 
